
 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

機械工学通論 

（Outline of mechanical

 engineering） 

必 
機械工学科 

授業担当教員 

４年生 

機械工学科 
2 

通年 

週２時間 

授業概要 
留学生を対象に、機械工学ならびに関連する学問について、授業内容の理解徹底を図る。各科目の質

問・復習や演習を通じて工学的表現および日本語全般のスキルアップも図る。 

到達目標 各授業科目の理解徹底と課題提出のフォローアップ 

評価方法 
各授業での演習および質疑の的確程度を評価し、各回を平均して評価点とする。 

60点以上を合格とする。 

教科書等 各科目で指定する教科書および参考書 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

オリエンテーション：学習面・生活面の全般注意事項 

設計・工作系(1)：英語を用いた設計に関する復習と質問事項説明 

熱・流体系(1)：流体力学の復習と質問事項説明 

熱・流体系(2)：流体力学の復習と質問事項説明 

熱・流体系(3)：工業熱力学の復習と質問事項説明 

情報・制御系(1)：デジタル回路の復習と質問事項説明 

情報・制御系(2)：デジタル回路の復習と質問事項説明 

情報・制御系(3) ：情報処理の繰り返し処理，配列，関数の復習と質問事項説明 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

基礎・共通系(1)複素関数、ラプラス変換の復習と質問事項説明 

基礎・共通系(2)複素関数、ラプラス変換の復習と質問事項説明 

力学・材料系(1) 

力学・材料系(2) 

力学・材料系(3) 

力学・材料系(4) 

前期の総括・後期への備え 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

前期試験のまとめ・抱負/反省点議論 

設計・工作系(2)：英語を用いた製図に関する復習と質問事項説明 

熱・流体系(4)：流体力学の復習と質問事項説明 

熱・流体系(5)：流体力学の復習と質問事項説明 

熱・流体系(6)：工業熱力学の復習と質問事項説明 

情報・制御系(4)：アナログ回路の復習と質問事項説明 

情報・制御系(5)：自動制御の復習と質問事項説明 

情報・制御系(6) ：情報処理全般に関する復習と質問事項説明 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

基礎・共通系(3)フーリエ級数・フーリエ変換の復習と質問事項説明 

基礎・共通系(4)フーリエ級数・フーリエ変換の復習と質問事項説明 

力学・材料系(5) 

力学・材料系(6) 

力学・材料系(7) 

力学・材料系(8) 

年間の総括・５学年への備え 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d-1 d-2 e f g h 

本校の学習 

・教育目標 

Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｄ Ｂ Ｃ 

  ○ ○ ◎  ○   



機械工学通論 ガイダンス 

 

１．設計・工作系 

・設計については，強度計算，軸要素およびJISに関する復習・解説．製図については，製図の基本要素とCADソフ

トの機能に関する復習・解説を行う．これらを通じて，４年生で本格的に行う機械設計製図への理解を深める． 

 

 

２．熱・流体系 

・｢工業熱力学｣については、”熱機関の効率やエントロピー概念の理解と工学上の使い方”，”蒸気の性質・状態量な

らびに蒸気サイクル”，”高速気体力学”に関して、授業での説明事項や演習課題の不明点について解答・解説する。

これらを通じて熱力学への理解を深めるとともに、工学としての興味を持たせる。 

・｢流体力学｣では、流体の運動を扱う基本法則である連続の式、ベルヌーイの定理、運動量の法則及びナビエ・ス

トークスの運動方程式を説明し、その応用を考える。これらの扱いで基礎となる数学的事柄の復習と授業での説

明事項や演習課題の不明点について解答・解説する。 

 

３．情報・制御系 および 基礎・共通系 

・「情報処理」では，“繰り返し処理”，“配列”，“関数”について，授業での説明事項や演習課題の不明点に

ついて，解答・解説する． 

・「応用数学」では、複素関数、ラプラス変換、フーリエ級数・変換について、授業や演習での分からない点につ

いて解説する。 

・「電子制御」では，デジタル回路の基礎と応用・アナログ回路の基礎と応用について，授業や演習での分からな

い点について解説する。 

・「自動制御」では，ブロック線図・一次遅れ要素・二次遅れ要素・ナイキスト線図について，授業や演習での分

からない点について解説する。 

 

４．力学・材料系 

・「材料学」では、クリープ、アモルファス、プラスティック、ガラス、複合材料について、授業で説明した事項

や演習課題の不明点について解説する。 

・「材料力学」では、はりのたわみの解法、1軸でのエネルギー法,不静定問題の解法、多軸応力の入門部分を学ぶ。 


